
明
け
て
２
０
０
７
年
。
韓
国
の
労
使

関
係
に
も
う
一
つ
の
転
機
が
訪
れ
て
い

る
と
の
見
方
が
あ
る
よ
う
だ
。
果
た
し

て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
多
少
ラ
フ
に
は

な
る
が
現
況
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
る
価

値
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

観
測
筋
が
変
容
を
予
見
す
る
の
は
、

昨
年
実
現
し
た
一
連
の
労
働
関
係
法
改

定
や
立
法
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「
労
使
関
係
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」盧

武
鉉
政
権
が
発
足
し
て
以
降
、
懸

案
で
あ
っ
た
「
労
使
関
係
法
・
制
度
先

進
化
法
案
」
が
国
会
本
会
議
を
通
過
し

た
の
は
、
06
年
も
暮
れ
が
せ
ま
っ
た
12

月
22
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
先
進
化
法
案
は
別
名
「
労
使
関

係
改
革
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
も
呼
ば
れ
、

「
労
働
組
合
法
改
定
案
」、「
労
働
基
準
法

改
定
案
」
お
よ
び
「
労
働
委
員
会
法
改

定
案
」
の
、
三
法
案
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
確
か
に
今
後
の
労
使

関
係
に
陰
に
陽
に
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
。

「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
原
案
を
仕
上

げ
た
の
は
、
労
使
政
三
者
委
員
会
で
あ

る
。
国
会
通
過
に
い
た
る
経
過
に
つ
い

て
は
後
に
触
れ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、

最
初
に
成
立
し
た
合
意
内
容
が
「
大
妥

協
宣
言
」
を
付
し
て
公
表
さ
れ
た
こ
と

だ
け
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
主
眼
点

ま
ず
そ
の
法
改
定
の
主
眼
点
は
何
か

と
言
え
ば
、
そ
れ
は
組
合
の
ア
キ
レ
ス

腱
と
も
見
ら
れ
、
実
施
猶
予
と
さ
れ
て

き
た
「
企
業
レ
ベ
ル
の
複
数
組
合
制
の

容
認
」
と
「
組
合
専
従
役
員
給
与
の
企

業
負
担
の
禁
止
」
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
今

回
も
延
期
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち

07
年
１
月
実
施
予
定
が
09
年
12
月
31
日

ま
で
、
３
年
間
延
期
さ
れ
た
の
だ
。

こ
の
両
事
案
は
当
初
97
年
の
法
改
定

で
決
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
労
組
の
猛
反

発
も
あ
っ
て
、
５
年
間
の
実
施
猶
予
が

２
度
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

か
ら
、
今
度
で
２
度
目
の
延
期
で
あ
る
。

三
者
委
員
会
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
向

こ
う
三
年
間
の
猶
予
期
間
中
に
、
労
使

政
の
三
者
は
、
①
複
数
組
合
制
が
解
禁

さ
れ
て
生
じ
る
混
乱
を
最
小
化
す
る
た

め
の
措
置
や
、
②
組
合
が
専
従
者
の
給

与
を
負
担
し
う
る
だ
け
の
財
政
的
自
立

の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
三
者
委
員

会
で
集
中
的
な
論
議
を
す
る
こ
と
に
な
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韓
国
労
働
情
勢
の

変
化
を
追
う

●ＩＭＦ－ＪＣ顧問

小島正剛 こじま・せいごう

６０年ＩＭＦ日本事務所に入職以来、

ＪＣ事務局長代理、ＪＣ国際局長、

ＪＣ副議長（国際委員長）（以上兼務）、

ＩＭＦ地域代表を務めるなど国際労

働運動一筋。９８年ＪＣ顧問に。日

本労働ペンクラブ会員他。主要著書

「海外労働アラカルト」他。

る
。
だ
が
、
そ
れ
が
無
難
に
進
行
す
る

か
は
決
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
だ
ろ
う
。

次
の
注
目
点
は
、
国
際
基
準
に
沿
う

べ
く
、
必
須
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
対

象
と
す
る
「
強
制
仲
裁
制
度
」
の
廃
止

を
決
め
た
こ
と
で
あ
る
。
背
後
に
は
組

合
側
の
強
い
要
求
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
合
法
ス
ト
は
認
知
さ
れ
る
が
、
そ

の
代
わ
り
に
、
従
来
の
鉄
道
、
電
力
、

病
院
、
水
道
、
ガ
ス
、
韓
国
銀
行
（
Ｂ

Ｏ
Ｋ
）
の
リ
ス
ト
に
加
え
、
航
空
運
輸
、

血
液
供
給
、
廃
水
汚
物
処
理
、
お
よ
び

蒸
気
・
熱
湯
供
給
も
対
象
と
な
る
。

WWOORRLLDD NNOOWW NNoo..7766



今
後
こ
の
部
門
に
お
い
て
は
、
合
法

ス
ト
中
に
あ
っ
て
も
必
須
サ
ー
ビ
ス
を

最
低
限
維
持
す
る
た
め
、「
ス
ト
代
替
要

員
の
導
入
」
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

労
使
と
も
準
備
期
間
を
必
要
と
す
る
と

判
断
し
て
、
強
制
仲
裁
の
廃
止
、
最
低

限
サ
ー
ビ
ス
の
規
定
、
お
よ
び
ス
ト
代

替
要
員
導
入
許
可
の
実
施
は
、
08
年
１

月
１
日
か
ら
と
し
た
。

ま
た
「
労
働
者
保
護
」
を
強
化
す
べ

く
、
基
本
的
労
働
条
件
を
「
文
書
で
」

明
記
す
る
こ
と
と
し
、
解
雇
の
際
に
は

そ
の
理
由
を
「
文
書
で
」
通
告
し
、
不
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当
解
雇
に
対
す
る
金
銭
的
補
償
を
導
入

し
、
救
済
命
令
に
従
わ
ぬ
場
合
に
は
当

該
使
用
者
に
罰
金
を
科
す
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
。

一
方
、
使
用
者
に
よ
る
「
不
当
解
雇

罰
則
条
項
」
が
削
除
さ
れ
、
経
営
上
の

理
由
に
よ
る
整
理
解
雇
の
通
告
期
限
を

60
日
か
ら
50
日
に
短
縮
す
る
こ
と
と
し
、

解
雇
後
３
年
以
内
に
、
解
雇
さ
れ
た
従

業
員
が
就
業
し
て
い
た
職
務
に
新
規
採

用
を
す
る
と
き
は
、
解
雇
さ
れ
た
従
業

員
を
優
先
的
に
「
再
雇
用
す
る
原
則
」

を
従
来
通
り
義
務
付
け
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
論
点
「
ユ
ニ
オ

ン
シ
ョ
ッ
プ
条
項
」
は
従
来
通

り
維
持
さ
れ
る
。

企
業
内
の
「
労
使
協
議
会
」

に
関
し
て
は
、
そ
の
作
業
を
促

進
し
う
る
よ
う
、
協
議
会
メ
ン

バ
ー
へ
の
便
宜
供
与
、
必
要
な

情
報
・
資
料
の
労
働
側
委
員
へ

の
事
前
提
供
な
ど
、
基
本
的
な

条
件
整
備
が
は
か
ら
れ
る
。

「
週
40
時
間
労
働
制
」
は
、

従
来
従
業
員
１
０
０
人
以
上
の

企
業
に
適
用
さ
れ
て
き
た
が
、

07
年
７
月
１
日
か
ら
50
人
以
上

の
企
業
に
も
適
用
さ
れ
る
。
08

年
７
月
１
日
か
ら
は
従
業
員
20
人
以
上

の
企
業
に
も
適
用
さ
れ
る
。

「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
」
で
は
、

時
間
当
た
り
最
低
賃
金
３
４
８
０
ウ
ォ

ン
（
一
日
２
万
７
８
４
０
ウ
ォ
ン
）
を

従
業
員
一
人
以
上
の
す
べ
て
の
事
業
所

に
適
用
す
る
。
こ
れ
は
06
年
の
水
準

（
時
間
当
た
り
３
１
０
０
ウ
ォ
ン
、
一
日

当
た
り
２
万
４
８
０
０
ウ
ォ
ン
）
を

12
・
３
％
上
ま
わ
る
。
さ
ら
に
、
守
衛

や
ボ
イ
ラ
ー
修
理
な
ど
を
含
む
監
視
、

断
続
的
な
職
種
に
つ
い
て
も
最
低
賃
金

制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

一
般
労
働
者
の
最
低
賃
金
の
70
％
（
時

間
当
た
り
２
４
３
６
ウ
ォ
ン
）
が
設
定

さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
さ
ら
に
言
及
し
て
お
く
べ

き
立
法
が
あ
る
。

非
正
規
職
保
護
立
法

即
ち
、
06
年
11
月
30
日
に
国
会
を
通

過
し
た
注
目
の
「
非
正
規
職
労
働
者
保

護
法
」
で
あ
る
。
韓
国
の
非
正
規
職
労

働
者
は
定
義
に
も
よ
る
が
、
労
働
者
の

55
％
を
上
ま
わ
る
現
実
が
あ
る
か
ら
、

そ
の
内
容
や
施
行
の
行
方
は
注
目
に
値

し
よ
う
。

同
法
に
よ
れ
ば
、
有
期
労
働
者
や
派

遣
労
働
者
は
、
07
年
７
月
１
日
以
降
、

勤
続
２
年
以
上
を
経
る
と
「
無
期
契
約

労
働
者
と
見
做
さ
れ
、
事
実
上
の
正
規

労
働
者
と
さ
れ
る
。」

「
非
正
規
職
労
働
者
が
正
規
職
と
同

等
の
職
で
就
業
す
れ
ば
賃
金
や
労
働
条

件
面
で
差
別
さ
れ
て
は
な
ら
ず
」、
仮
に

労
使
関
係
委
員
会
の
不
当
労
働
行
為
是

正
の
命
令
に
従
わ
ぬ
と
き
は
、
最
高
一

億
ウ
ォ
ン
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。

施
行
に
当
た
っ
て
は
、
中
小
規
模
企

業
の
実
態
に
配
慮
し
、
段
階
的
に
実
施

す
る
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
従
業
員
３

０
０
以
上
の
企
業
お
よ
び
公
共
部
門
は

07
年
７
月
１
日
か
ら
、
従
業
員
１
０
０

│
３
０
０
人
の
企
業
は
08
年
７
月
１
日

か
ら
、
１
０
０
人
未
満
の
企
業
は
09
年

７
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

な
お
、
派
遣
労
働
者
の
場
合
、
”ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
・
シ
ス
テ
ム
“
が
維
持
さ
れ
、

仮
に
勤
続
二
年
以
上
と
な
れ
ば
、
使
用

者
は
個
別
契
約
に
よ
る
”雇
用
責
任
“の

適
用
を
受
け
る
。
違
反
す
る
経
営
者
に

は
最
高
３
０
０
０
万
ウ
ォ
ン
ま
で
の
罰

金
を
科
せ
ら
れ
る
。

韓韓国国労労使使関関係係のの動動向向をを見見るる

韓
国
国
会
議
事
堂
（
ソ
ウ
ル
市
内
）



2007 Winter IMF JC 48

各
界
の
評
価

こ
の
法
に
つ
い
て
イ
・
サ
ン
ス
労
働

大
臣
は
記
者
会
見
で
、「
非
正
規
職
労
働

者
の
乱
用
や
不
当
な
差
別
を
解
消
す
る

制
度
的
な
基
盤
が
出
来
た
。」「
現
下
の

経
済
環
境
や
労
働
環
境
か
ら
す
れ
ば
、

当
面
非
正
規
職
労
働
者
の
保
護
と
し
て

は
最
善
の
選
択
肢
で
は
な
い
か
。」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

労
働
界
の
コ
メ
ン
ト
は
割
れ
て
い
る
。

韓
国
労
総
（
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
）
は
同
法
が

「
１
０
０
％
満
足
で
は
な
い
が
、
国
会
通

過
は
よ
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
が
、
一

方
の
民
主
労
総
（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
）
は
こ
れ

を
悪
法
と
し
、「
と
く
に
中
小
零
細
企
業

で
は
施
行
が
先
送
り
さ
れ
、
非
正
規
職

の
乱
用
を
規
制
し
て
な
い
こ
と
」
を
遺

憾
と
し
て
い
る
。

ま
た
韓
国
経
営
者
総
連
盟
（
Ｋ
Ｅ
Ｆ
）

は
、「
同
法
が
企
業
の
人
的
資
源
管
理
能

力
を
大
幅
に
規
制
し
て
非
正
規
職
従
業

員
の
保
護
に
の
み
焦
点
を
当
て
て
お
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
大
幅
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

与
え
る
」
と
予
測
し
、
し
か
し
、「
同
法

は
何
年
に
も
わ
た
る
討
論
や
対
立
を
乗

り
越
え
て
国
会
を
通
過
し
た
法
で
も
あ

る
の
で
、
も
は
や
労
使
対
立
や
紛
争
は

断
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
も
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
辿

っ
た
道

さ
て
振
り
返
れ
ば
、「
労
使
関
係
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
に
関
す
る
「
大
妥
協
」
は

劇
的
と
も
評
さ
れ
た
が
、
そ
の
宣
言
は

「
対
話
と
妥
協
に
も
と
づ
く
自
主
的
な
労

使
合
意
の
精
神
を
尊
重
し
、
普
遍
的
に

認
知
さ
れ
た
国
際
労
働
基
準
と
韓
国
に

お
け
る
労
使
関
係
の
現
実
と
を
反
映
す

る
方
法
で
成
立
し
た
。」
と
謳
っ
た
。
こ

の
国
に
「
お
よ
そ
労
働
法
改
定
は
憲
法

改
正
よ
り
も
難
し
い
。」
と
い
う
言
い
慣

わ
し
が
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
確
か
に

劇
的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
当
初
、
03
年

九
月
に
発
足
し
た
「
労
使
関
係
・
法
制

度
先
進
化
研
究
委
員
会
」（
学
識
経
験
者

15
名
構
成
）
が
検
討
を
始
め
、
そ
の
後

労
使
政
の
三
者
委
員
会
に
引
き
継
が
れ

た
。三

者
委
員
会
の
代
表
者
会
議
に
は
、

脱
退
し
て
い
た
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
も
１
年
３
か

月
ぶ
り
に
復
帰
し
、
そ
の
後
の
議
題
に

つ
い
て
合
意
が
成
り
、
労
使
政
に
よ
る

社
会
的
対
話
へ
の
期
待
は
大
い
に
高
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

「
労
使
関
係
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
係

わ
る
事
案
は
、
労
働
省
の
提
起
し
た
項

目
に
加
え
、
経
営
者
側
の
提
起
し
た
四

項
目
（
労
組
設
立
要
件
の
厳
格
化
、
組

合
財
政
の
透
明
性
な
ど
）、
労
働
側
の
提

起
し
た
２
項
目
（
産
業
別
団
体
交
渉
促

進
の
た
め
の
制
度
整
備
な
ど
）
を
加
え

て
32
項
目
を
論
議
す
る
こ
と
で
合
意
、

「
特
殊
雇
用
労
働
者
保
護
法
案
」、「
公
務

員
」
や
「
教
職
員
」
の
基
本
権
保
障
な

ど
に
つ
い
て
も
協
議
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
の
で
あ
っ
た
。

民
主
労
総
の
反
発

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ

事
実
が
あ
る
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
「
大
妥

協
」
を
仕
上
げ
た
三
者
会
議
に
は
、

イ
・
ヨ
ン
ド
ク
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
委
員
長
は
出

席
し
た
が
、
チ
ョ
・
ジ
ュ
ノ
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ

委
員
長
は
欠
席
だ
っ
た
こ
と
だ
。
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
チ
ョ
委
員
長
は
米

韓
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
反
対
闘

争
の
一
環
と
し
て
三
者
会
議
の
前
日
か

ら
渡
米
し
”米
国
議
会
面
談
闘
争
“に
入

っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
ビ
ヘ
イ

ビ
ア
を
め
ぐ
る
論
議
は
さ
て
お
き
、
”欠

席
裁
判
“と
な
っ
た
形
の
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
は
、

か
ね
て
か
ら
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
妥
協
案

に
は
不
満
で
あ
っ
た
か
ら
、
態
度
を
硬

化
さ
せ
る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ

た
。労

働
団
体
間
の
反
目
も

「
大
妥
協
」
を
一
つ
の
契
機
に
、
Ｋ

Ｃ
Ｔ
Ｕ
と
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
と
の
間
に
組
合
員

に
よ
る
暴
力
沙
汰
ま
で
絡
む
反
目
が
生

じ
た
。
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
は
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
に
謝
罪

を
求
め
る
が
、
こ
れ
を
無
視
す
る
Ｋ
Ｃ

韓韓国国労労使使関関係係のの動動向向をを見見るる

政
府
の
非
正
規
職
対
策
に
反
対
す
る
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
労
働
者
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Ｔ
Ｕ
は
９
月
11
日
、
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
と
の
連

帯
方
針
を
破
棄
す
る
こ
と
、
11
月
15
日

か
ら
無
期
限
の
ゼ
ネ
ス
ト
に
突
入
す
る

こ
と
を
公
表
し
て
、
両
組
織
間
の
亀
裂

は
決
定
的
に
な
っ
た
。

た
だ
一
つ
言
え
る
の
は
、「
大
妥
協
」

は
成
っ
た
が
、
出
席
し
た
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
が

す
べ
て
の
事
案
に
政
府
、
経
営
者
側
と

の
間
に
満
足
を
も
っ
て
完
全
合
意
に
至

っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事

後
協
議
の
行
方
は
注
目
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。

「
大
妥
協
」
で
三
者
合
意
を
見
た

「
労
使
関
係
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」は
そ
の
後
、

12
月
８
日
に
環
境
労
働
委
員
会
で
票
決

さ
れ
、
次
の
段
階
で
あ
る
立
法
司
法
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
。
そ
こ
で
若
干
の

修
正
が
な
さ
れ
、
民
主
労
働
党
（
Ｄ
Ｌ

Ｐ
）
の
ダ
ン
・
ビ
ョ
ン
ホ
議
員
の
反
対

意
見
を
聞
い
た
後
、
こ
れ
を
通
過
さ
せ

た
。
ち
な
み
に
、「
労
働
委
員
会
法
改
定

案
」
は
す
で
に
同
委
員
会
を
通
過
し
て

い
た
の
で
、
合
わ
せ
て
国
会
に
上
程
さ

れ
、
12
月
22
日
に
す
べ
て
通
過
し
た
の

で
あ
る
。

既
述
し
た
よ
う
に
、
来
る
７
月
１
日

に
発
効
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

改
定
案
の
妥
協
に
参
加
し
な
か
っ
た

Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
は
、
複
数
組
合
制
の
導
入
延

期
を
強
く
非
難
し
、
組
合
専
従
者
給
与

の
企
業
負
担
は
す
ぐ
れ
て
企
業
の
労
使

自
治
の
原
則
に
係
わ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
法
で
規
制
す
る
こ
と
は
国
際
基

準
に
外
れ
る
と
の
従
来
の
主
張
を
続
け

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
ぼ
ろ
げ
な
07
年
の
展
望

巷
に
は
87
年
の
大
闘
争
、
97
年
の
金

融
危
機
を
誘
引
と
し
た
ス
ト
多
発
な
ど
、

10
年
周
期
で
07
年
も
労
使
大
衝
突
が
あ

る
の
で
は
、
と
の
皮
相
的
な
コ
メ
ン
ト

も
あ
る
が
、
し
か
し
、
韓
国
商
工
会
議

所
（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、
企
業
の
64
・
５
％
が
新
年
の
労
使

関
係
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
見
て
い

る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

各
界
の
新
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
て
み

よ
う
。

ま
ず
、
イ
・
サ
ン
ス
労
働
大
臣
は
、

「
労
働
市
場
に
お
け
る
二
極
分
化
を
解
消

し
、
協
力
的
な
労
使
関
係
を
構
築
し
て

競
争
力
強
化
を
は
か
る
。」「
非
正
規
職

の
処
遇
平
等
を
は
か
る
。」
な
ど
と
強
調

し
て
み
せ
た
。

ま
た
イ
・
ヨ
ン
ド
ク
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
委
員

長
は
、「
社
会
の
二
極
化
が
拡
が
る

中
、
”
社
会
的
対
話
を
通
じ
て
の
社
会

改
革
“
と
い
う
基
調
に
立
ち
、
非
正
規

職
を
包
含
す
る
運
動
で
新
時
代
を
切
り

拓
く
。」
と
決
意
を
述
べ
て
い
る
。
　

　
さ
ら
に
イ
・
ス
ー
ヨ
ン
韓
国
経
営
者

総
連
盟
（
Ｋ
Ｅ
Ｆ
）
会
長
は
、
政
府
に

対
し
て
は
「
組
合
の
不
法
活
動
の
取
り

締
ま
り
」
を
訴
え
、
組
合
に
は
「
過
去

の
闘
争
的
か
つ
独
善
的
な
姿
勢
か
ら
、

対
話
と
妥
協
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
シ
フ
ト

す
べ
き
だ
」
と
強
調
し
た
。
自
ら
は

「
従
業
員
の
協
力
を
得
て
賃
金
を
安
定
化

さ
せ
、
従
業
員
の
生
活
水
準
を
改
善
し
、

経
営
の
透
明
性
や
倫
理
を
高
め
る
。」
と

し
た
。

三
者
に
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
あ

え
て
探
せ
ば
、
多
分
「
社
会
的
対
話
」、

「
協
調
的
な
労
使
関
係
」、「
非
正
規
職
の

処
遇
平
等
」
と
な
ろ
う
か
。
希
望
を
込

め
た
近
未
来
の
方
向
性
は
伺
え
よ
う
。

Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
は
、
執
筆
時
点
で
、
１
月

26
日
予
定
の
委
員
長
選
を
前
に
選
挙
戦

に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
次
第
で
は

社
会
的
対
話
重
視
に
回
帰
す
る
可
能
性

も
無
し
と
は
し
な
い
。

し
か
し
、
常
識
的
に
は
こ
の
国
の
労

働
運
動
、
労
使
関
係
は
従
来
通
り
波
乱

含
み
で
今
年
も
推
移
し
、
後
半
は
改
定

法
施
行
も
絡
ん
で
変
容
の
兆
し
が
出
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
本
年

予
定
さ
れ
る
大
統
領
選
が
、
従
来
も
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
労
働
運
動
の
姿
勢

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
か

ら
、
今
年
は
そ
う
し
た
要
因
が
交
錯
す

る
年
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

劇
的
な
転
機
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
む
し
ろ
、
複
数
組
合
制
の
導
入
と

組
合
専
従
者
給
与
の
企
業
負
担
禁
止
が

実
施
さ
れ
る
10
年
で
あ
る
だ
ろ
う
。
果

た
し
て
３
度
目
の
正
直
と
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

（
２
０
０
７
年
１
月
18
日
記
）

韓韓国国労労使使関関係係のの動動向向をを見見るる

11
月
22
日
の
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
抗
議
集
会


